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㸰㹆㸮５�

日本㕲㗰業によるᆅ⌫ ᬮ化問題のྲྀり⤌みにおける 

ᐁẸ連ᦠの㐍化 

 
 本ከΎ之，川ᗣኵ（㝣ඛ端科学技術大学㝔大学）ۑ

 
㸯㸬はじめに 

 
 気ೃ変動ᯟ⤌᮲⣙（いわゆるᆅ⌫ ᬮ化㜵Ṇ᮲⣙）にᇶ࡙き 1997 年にி㒔で採ᢥされた『ி㒔㆟定

書』によってࠊ日本はᇶ‽年である 1990 年比 6㸣ῶを実現すべくᐁẸᣲࡆてດຊしてきた。୍は世界

でもっとも省ࢿ࢚ルࢠーの㐍ࢇでいる日本のみが実質的な๐ῶ⩏ົを㈇いࢿ࢚ࠊルࢠーຠ⋡のຎる国ࠎ

から CO2 ฟᶒを㈙うࠊすなわࡕ『「ởᰁ者㈇ᢸの原๎」が「ởᰁ者にᨭᡶう」原๎にすり᭰えられて』

[1]しまうという事態に㝗るかとᛮわれたがࣜࠊーマンショックなどのᖾな事実の影響によってࠊᗄ

分か㈇ᢸが和らいだ。 

2020ࠊもࡘࡘを๓提とし「実ຠ性のあるᯟ⤌みࡘすべての主要ฟ国がཧ加する公平か」ࠊの㛫ࡑ 年

までに 1990 年比 25㸣の CO2 ๐ῶを国際公⣙するなどࠊ政主ᑟによってᚋの㈇ᢸは㔜くなる方向に

㐍みࡘࡘあった。しかし 3.11 ᮾ日本大㟈⅏と⚟ᓥ原発の事ᨾにより୍気に CO2 ฟ量が増加しࠊまた

ᑗ᮶にわたるᏳ定的なࢿ࢚ルࢠー※に関する国Ẹ的な㆟論が行われる୰ࠊ国ᐙとしての๐ῶ┠ᶆを白⣬

にᡠして᳨ウする動きがฟて᮶た。しかしながらࠊたとえば 2100 年を考えたときにはࡸࠊはりᆅ㐨

な CO2 ๐ῶດຊがồめられていることには変わりない。 

 ୍方国際的にはࠊி㒔㆟定書ᚋのᯟ⤌みをỴめる COP15（࣌ࢥンࣁーࢤン）ࠊCOP16（カンクン）の┦

ḟぐ合ព㐩成にࡘいての論ホとしてࠊ≉にᚋのྲྀり⤌みの方向に対しࣁࠊートウ࢙ル࣌ーパー[2]

 ࠊム[3]ではࢬれに続くクライ࣓ト・プラグマテࡑࡸ

・༠ຊ的行動のより✚ᴟ的なྲྀり⤌みは（୰␎）少数国のグループによって行われるべき 

・新たな代を主ᑟするものがあるとすればࡑࠊれは世界的な᮲⣙ではなくࠊ主にල体 

・ᬑ㐢主⩏よりもከඖ主⩏ࠊཝ᱁性よりもᰂ㌾性ࣘࠊートࣆア的な⌮よりも実際的な結果 

といった見ゎが㏙べられているがࠊまさに日本の㕲㗰業が୰心となって実㊶してきたྲྀり⤌み方向にも

合⮴している。実際 COP17�ダーバン�ではࢭクター別アプローチがᚋのྲྀ⤌の୰に明グされた。 

 こうした国際レベルでの合ពᙧ成と࢞バࢼンスにࡘいてはࠊ国際レジーム論ࠊᆅ⌫⎔ቃレジーム論な

どの国レベルからのアプローチもከ数ある（たとえば[4]）。これらを㋃まえࠊ➹者らによって㕲㗰産業

[5]と࣓ࢭント産業[6]におけるࢭクトラル・アプローチᬑ及過⛬を通じࠊまた国際連ᦠのᯟ⤌みがࠊ$PP1

から IPEEC2ෆにタ置された GSEP3に移行する過⛬でࠊᐁとẸがࡑれࡒれ果たしたᙺ[10]によりࠊ国際

レジームᙧ成における新しいアクターのⓏሙとして報告されている。 

 本報ではࠊ䛣の㛫のᐁẸ㐃ᦠの㐍䛻䛴䛔䛶㏙䜉䚸国際䝺䝆䞊䝮ᙧᡂ䛻䛚䛡䜛ᐁẸのᙺኚ䛻䛴䛔䛶⪃

ᐹ䛩䜛䚹 

 

㸰㸬日本㕲㗰業から見たᆅ⌫ ᬮ化問題の㐍展 

 
 ୡ⏺㕲㗰ᴗ䛻䛚䛡䜛ᆅ⌫ ᬮ䜈のྲྀ䜚⤌䜏䛿䚸表 㻝 䛻♧䛩㏻䜚䚸日本䛸中国のẸ㛫ྠኈのὶ䛛䜙ጞ䜎䜚䚸

ᨻᗓ㛫΅䛸୪⾜䛧䛺䛜䜙⌧ᅾ䛷䛿ୡ⏺㕲㗰༠会ຍධྛ国のẸ㛫ὶ䛻ᣑ大䛧䛯[10]䚹䛣の㛫䚸ᐁ䛸Ẹ䛸䛜

୍ᇽ䛻会䛩䜛会議య䜒䚸䜰䝆䜰ኴᖹὒ䠓䜹国䛛䜙䠡䠱䜢ྵ䜐ୡ⏺ྛ国䛻䜎䛷発ᒎ䛧䛯䚹 
 

                                                  
1 $sia Pacific Partnership on Clean Development and Climate 日⡿୰༳㡑。ᚋにカࢼダが加入。 
2 International Partnership for Energy Efficiency Cooperation�本部はパࣜ IE$ ෆ�: 2008 年 6 月に G8 ㆟長国であ

る日本が㟷᳃で主催した G8 ー大⮧会合においてࢠルࢿ࢚ G8 ྛ国と୰国ࠊインドࠊ㡑国およびḢᕞඹྠ体によってタ立。 
3 Global Superior Energy Performance Partnership [9]。2009 年 9 月の IPEEC 第 1 ᅇ㤳⬻会合[7] [8]文書の 13 㡯┠

┠に「主要なࢿ࢚ルࢠーᾘ費ࢭクターにおけるᐁẸパートࢼーシップはࢿ࢚ルࢠーຠ⋡向ୖのために᭷ຠであること」と

うたわれたことにᇶ࡙きࠊなかでも省ࢿ࢚に関する関心が㧗いࢿ࢚ルࢠーከᾘ費産業ࢭクター（㕲㗰ࠊ電ຊ࣍ࠊテルチ࢙

ーン➼）にࡘいて2010ࠊ 年 7 月のクࣜーンࢿ࢚ルࢠー大⮧会合でタ置が合ពされた。 



― 788―

表-㸯㸬㕲㗰業におけるࢭクトラル・アプローチの拡大と㐍展 

  

ᬑ及のポイントは  。にまとめられているࡘ4

ձ情報のඹ᭷（既存技術情報のඹ᭷（ࣁンドࣈックస成）ࠊ実態認識のඹ᭷（ᬑ及⋡ࢿ࢚ࡸルࢠー原

༢などのඹ通の定⩏でのベンチマーク策定ࠊᬑ及の㞀ቨ実態ᢕᥱࠊ๐ῶポテンシࣕルඹ᭷）ࠊ日

本ഃと現ᆅᑓ㛛ᐙとの流）ࠊ 

ղ数್┠ᶆのタ定（原༢┠ᶆࡸᬑ及⋡指ᶆもྵࡴ）ࠊ 

ճ┠ᶆ㐩成のための技術ᬑ及活動（現ᆅにྛ国ᑓ㛛ᐙが㞟まってホ౯・改善推ዡなど㆟論を深めࠊ必

要に応じてࣔデルプロジ࢙クトを実施するなど）ࠊ 

մ長期ビジョンࠊ革新技術の開発プログラム（:orldsteel CO2 %reakthrough Program ཧ⏬）のඹ᭷。 

 
３㸬ᐁẸ連ᦠのど点 

 
 ᬑ通「ᐁẸ連ᦠ」と言えばࠊ政ᗓの施策に産業界が༠ຊすることࡑࠊの㏫に産業界がᮃࡴ方向に政策

をㄏᑟすることࠊとᤊえられているがࠊたとえばእົ省ではࠊ「近年，開発㏵ୖ国の経済成長において

Ẹ㛫業の投資活動の果たすᙺはますます大きくなっています。እົ省では，Ẹ㛫業のⓙさまと連

ᦠし，開発㏵ୖ国の経済成長をᨭするとともに，୰ᑠ業をྵࡴ日本業のⓙさまのᾏእ展開をもᚋ

ᢲししていく方㔪です」とᐁẸ連ᦠを定⩏している[12]。 

 よりල体的な言及として࣓ࢭࠊント業界からは「（Ẹ㛫ベースの技術移㌿において）ᙜヱ国における

ᗫᲠ物ฎ⌮方ἲの政策ࡑࡸもࡑもᗫᲠ物をᅇするルールがないとこれら（࣓ࢭント産業でᗫᲠ物を原

⇞料として用する）の技術は⡆༢に移㌿できない」ために政ᗓ関係者ྠኈが㆟論する必要があるとし

ている[13]。またࠊ電ຊ業界ではࠊ「ᐁのレベルでは（୰␎）ඛ㐍国・㏵ୖ国㛫の࿐な状況がᫎさ

れかねない（୰␎）Ẹのレベルでは（୰␎）プロジ࢙クト現ሙではプレゼンスが大きいこともありࠊᘓ

タ的な㆟論が行われた」とまとめられている[14]。 
 㕲㗰業界では表 � に示した通りࠊ日୰ � 国㛫のẸ㛫連ᦠからጞまりࠊ$PP7 カ国ࠊ世界㕲㗰༠会ベース

と拡大してきたがࡑࠊの過⛬でࠊᙜึ⣧Ẹ㛫ベースであった日୰流にも政ᗓ代表がฟᖍするようにな

りࠊ文Ꮠ通りᐁẸ連ᦠと発展してきている。 

 

㸲㸬㸿㹎㹎の成果と㝈界 

 

 �a�日୰連ᦠ �b�$PP 連ᦠ �c�worldsteel 連ᦠ ≉ グ 

スタート期 2005 年 7 月 2006 年 4 月 2007 年 4 月  

対㇟国数 

�世界⢒㗰⏕産シ࢙ア� 

㸰 

（⣙㸳㸮㸣） 

㸵 

（⣙㸴㸮㸣） 

㸳㸳 

（⣙㸶㸳㸣） 

�a�から�c�㡰ḟ

連ᦠ⠊ᅖを拡大 

ձ技術ࣁンドࣈック $PP-SO$CT アとࢥ

な る 情 報 提 ౪

�2006.4�㝶改定 

SO$CT ึ版成公表

（2008.1） 

世界ඹ通化はᚋのㄢ

題 

現状はຠ果ホ౯に

いて୍部ᆅ域差ࡘ

が存在 

ղຠ⋡指ᶆ算定方ἲ論 ⤫計ᡭἲ（ࣕ࢟パシ

テービルデン

グ） 

算定方ἲ論 

 7 ࣨ国で合ព 

算定方ἲ論 

᭦にࠊ世界体で合

ព・ඹ᭷化 

᭦にࠊ国際ᶆ‽化

（ISO 化など）ᑂ㆟

୰ 

ୖグの๓提として㸸デ

ータベース構⠏ 

 7 ࣨ国データベース

構⠏ 

世界データベースの

構⠏ 

データ守⛎性の確

ಖࠊカバー⋡ࠊデー

タရ質が㔜要 

ճ┠ᶆタ定方ἲ論  ඛ行7ࠊ ࣨ国で方ἲ

論合ព 

世界ඹ通の方ἲ論ඹ᭷

（これにより国際競争

᮲௳のṍみゎᾘ） 

ල体的な┠ᶆはྛ

国政ᗓとの΅で

Ỵ定 

մ技術移㌿ 

эᑓ㛛ᐙ流 

定期的ᑓ㛛ᐙ流۔

会（┦の〇㕲所ゼ

問の実施） 

サイトゼ問ࠊ技術

流 

流会᳨ウ 技術ᬑ及による大

きな๐ῶポテンシ

ࣕル実現 

յᑗ᮶ビジョン   2050 年ビジョンの構⠏ ♫会に公表 

ն革新的技術の開発

（ᢤ本的పⅣ⣲技術） 

  革 新 技 術 開 発

CO2%reakthrough 

Program�2003.10㹼� 

革新技術が本質的

なゎ 
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 APP は 20

て交΅ᙜ事

た。ᆺ的

࣒ーラ࢛ࣇ

ຊを容᫆に

動によって

セクターに

ᡂの新しい

 しかし同

たことをᣲ

ンࢼイࣇ

㏆い➽も、

あると指

 
㸳㸬新たな

 
 上グの

Mechanism)

したᢏ⾡に

㐺ษに評価

目ᶆ㐩ᡂに

ものである

ー・CO2出

果的に⛣㌿

るため、࣍

ティࣈなど

㠃はクレジ

との交΅に

ၐする二ᅜ

トไᗘにつ

㛤セࢼ࣑ー

 ᅜ㝿的な

᪤ に CDM

Mechanism）

くさ」につ

い他、上グセ

うに BOCM

 

㸴㸬ᐁẸ連

 
 Ẽೃኚ動

スタートし

である࣒ࢬ

 ⏘業⏺、

ᗘは BOC

て⨨関ಀ

ᐇ㝿のᢏ⾡

すてをẸ

それまでの

る「ᅜとᅜ

で内容が㐪

011 年に正ᘧ

事者からは「

なが㕲㗰

が本パート࣒

にした」とま

てᢏ⾡⛣㌿を

に正ᘧのᆅ

いアクターと

同時に、主要

ᣲࡆている>�

ンスのᅾり方

アッ࣒ト࣎」

している>�

な資金ᥦ౪࣓

┬を受けて

の᳨ウを始

による CO2 

価し、ᡃ がᅜ㈉

に活用するこ

が、本来は

出๐減に資す

㌿させること

のストᅜ࣍

どにၥ題はあ

ジット化をせ

に㋃ࡳษった

ᅜ間ࣇ࢜セッ

ついて」2012年

ー）>19]。 

な資金࣓カࢽ

M 㸦 Clean 

があるが、

ついてはえ

セࢼ࣑ーでも

とのᕪがㄝ明

連ᦠの㐍化 

動ᯟ⤌᮲⣙に

したが、その

CDMから、

特に㕲㗰業

M との関ಀで

ಀと᥎⛣をᅗ

⾡の担い手同

Ẹ間レ࣋ルの

の APP や GSE

はバイラテ

㐪うとおかし

ᘧに GSEP に⛣

ᢏ⾡⛣㌿の

、セ࣓ント、

ップ発ࢩーࢼ

とめられてい

㐍める၏一

を与え㸦ᚋ

なったこと

要参ຍ者はこ

3] >14] >15

方に関する㆟論

ップアプロー

7] 

カ࣒ࢬࢽ BO

、ᨻᗓは新

始めた。これ

出๐減㔞を

㈉献分を中ᮇ

とを目指す

┬エネルギ

するᢏ⾡をຠ

が目的であ

インセン�

るものの、

せずにྛᅜᨻᗓ

㸦「ᡃがᅜが

ト・クレジ

年 8 ᭶ 24日

として࣒ࢬࢽ

Developme

その「い

え20<ࡤ]にヲ

もᅗ 2>21]の

明されている

関する⾲❧

重要なࣇ

現ᅾは 2 ᅜ

業⏺から見る

でࡧ 2 ᅜ間

3に♧す。セ

ኈがዴఱにຠ

交流・交΅

EP によるᐁẸ

ラル。⏘業⏺

い」>22]とい

⛣行した。そ

出し手と受け

、発㟁㸦中␎

発足௨๓か

る>15]。ま

のᡂຌと

␎）」として

を明らかに

とࡈとく、A

5@。⤒⏘┬は

論が足して

ーチとᐁẸ連

OCM 

たに 2 ᅜ間の

は、ᅗ 1>18

ᮇ

ຠ

ᙜ

ᗓ

がᥦ

ッ

日公

ては、

ent 

いに

ヲし

のよ

る。 

ったᨻᗓ間交

クターである

間のไᗘであ

と、ẸẸの連

間交΅にᡠっ

クター別

ຠ⋡的にᢏ⾡

がୗᨭえして

Ẹ連ᦠの上に

⏺は業種毎の

いうゝཬによ

そのຌ⨥につ

手が明確で

␎）これらの

らᏑᅾしてい

また、㟁ຊ業

して、Ẽೃኚ

て、これまで

している>�4

PP の㝈⏺と

はそれを「ࣅ

ていたとの指

連ᦠ」をᡂຌ

ྲྀりỴめと

@に♧すよう

΅は、ゝう

ᢏ⾡⛣㌿

る BOCMに

ᦠが 2 ᅜ

てきたこと

のྲྀり⤌ࡳが

⛣㌿をᅗる

ている。ᚑっ

にっている

のྲྀり⤌ࡳと

よっても明ら

ᅗ 2

ついては᪤報

で㝈定的な

の分㔝ではୡ

いたことが、

業⏺からは、

ኚ動に関ࢃる

でのⴭ者らの

4]。 

として資金

ー࣋ジネスࣅ

指もあった

ຌの要因とし

として、BO

うに、㏵上ᅜ

うまでもなく

の資金ᥦ౪

に交΅の場が

ᅜ間からスタ

とになる。そ

ースとな࣋

るかが࣏イン

って、%2&0

るᙧであるこ

となる。㸿ᅜ

らかである。

ᅗ 1 BOC

CDM、BO

報>10]にヲ㏙

TF の活動は

ୡ⏺の᭷ຊな

パートࢼー

「$3Pは、ᐁ

る新たなᅜ㝿

の分析通り、

ຓないしそ

スでのプロ

た」>16]と

ながら、し

CM(Bi-later

ᅜ等とᡃが

ᅜ連すなࢃ

౪ᯟ⤌ࡳは、

⛣ってきた。

ートし、ୡ⏺

の間にある

る࣎ト࣒ア

トとならざ

は༢⊂で出現

ことがࢃかる

ᅜ対㹀ᅜのと

 

M ᴫ要 

CM ẚ㍑ 

㏙したが、ᡂ

ẚ㍑的ス࣒

業でᙧᡂ

ーࢩップにお

Ẹパートࢼ

ᯟ⤌ࡳにお

自らがᅜ㝿

の仕⤌ࡳが

ジ࢙クトᐇ

分析している

かし資金

al Offset C

ᅜの間で、ᡃ

ୡ⏺全యࡕ

ᙜึのୡ⏺

࣓ンバー

ᐁẸ連ᦠの

ップᆺアプロ

るを得ず、

できたࢃけ

。これは、

ときと、㸿ᅜ

ᡂຌ要因とし

であっࢬー࣒

ᡂされるᅜ㝿

おけるẸẸ༠

ップ活ࢩーࢼ

おいて、Ẹ間

㝿レジー࣒ᙧ

が足してい

ᐇ現に向けた

。EUᙜᒁに

足が課題で

Credit 

ᡃがᅜがᥦ౪

の参ຍから

ඹ通࣓カࢽ

、とᣑ大し

の状ἣもྵめ

ローチでは、

その意で

けではなく、

外務┬によ

ᅜ対㹁ᅜの時

し

㝿

༠

活

間

ᙧ

い

た

に

で

ࢽ

め

で

時
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業種毎の

ᙜ然ᙜヱ業
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